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成果の概要 
本研究は，鍼灸・手技療法の科学化において神経（特

に自律神経）－内分泌－免疫系のホメオスタ－シスの三角
の関係を明らかにする研究である。

今回の事業では（，１）鍼灸・手技療法等による心拍変動・
瞬時心拍数，筋血液量等の効果，（２）鍼灸療法による不
定愁訴症状の効果，（３）温熱刺激（温灸）の効果，（４）
指圧刺激による心拍数変動・血圧および瞳孔反応の効果
を明らかにする目的で検討する。

１．鍼・手技刺激等の効果について
１．１　鍼通電刺激，手技刺激による心拍変動・瞬時心拍数，
　　	筋血液量等の差異について
１．１．１　鍼通電刺激の差異が皮膚血流および筋血液量
　　　	へ与える影響〔1〕

鍼通電（ＥＡ）は，さまざまな痛み症状の緩和に用いら
れてきたが，鍼通電による疼痛緩和の背景にあるメカニズム
の１つとしては刺激後の血流増加が示唆されている。また，
血流量と皮膚温は鍼通電刺激により上昇することが報告さ
れている。鍼通電刺激は，臨床および基礎研究において
広く行われてきたが，実際の刺激方法，例えば刺激時間に
ついては標準化されておらず，刺激時間の違いによる施術
効果を検討した研究は見あたらない。本研究では，２つの
実験を行い，被験者において，刺激時間により血流反応が
異なるか検証した。実験１では，健康な男子学生を（n=20）	
ＥＡ群と無刺激群にランダムに分けた。鍼通電刺激後の皮
膚血流（ＳＢＦ）と筋血液量（ＭＢＶ）の変化を調べ，無
刺激群と比較した。実験２では，健康な男性学生（n=37）を，
異なるＥＡ刺激時間（５分，10 分，15 分間）の３群にラン
ダムに分ＳＢＦとＭＢＶの変化を比較した。鍼通電は，大腿
直筋部位へＥＡ刺激（１Hz）を行い刺激部位の皮膚血流（Ｓ
ＢＦ）と筋血液量（ＭＢＶ）を刺激前，刺激中および刺激

後に測定した。結果は，実験１では，ＥＡ刺激群において，
ＭＢＶはベースラインと比較して，刺激直後（p=0.045）	 ，５
分後（p=0.005），10 分後（p=0.002）で筋血流量が増
加した。無刺激群では有意な変化は見られなかった。実
験２では，３つの刺激時間すべてにおいて，ベースラインと
比較してＭＢＶが増加した。皮膚血流は，10 分，15 分間
鍼通電刺激において，皮膚血流量が増加した。群間での
有意差は認められなかった。

研究成果の今後の活用等
本研究では，５，10，および 15 分間の鍼通電刺激の血

流に対する影響を比較したのみである。したがって，超短
時間（５分未満）もしくは，長時間（15 分以上）の刺激
で反応に違いがあるのかについては明らかではない。しか
しながら，今回の研究により血流の増加を目的としてＥＡを
行う場合における適宜な通電時間は10 分間であることが
示唆された。今後の臨床や研究でＥＡを行うにあたり刺激
時間の効率化につながる可能性が示されたと考えている。

１．１．２　手技療法の自律神経機能に及ぼす効果
「瞬時心拍数を用いた手技療法の自律神経機能に及

ぼす効果」を第 78 回日本温泉気候物理医学会に発表
（2013.5）

（１）刺激中に揉捏（もむ）刺激は筋への刺鍼雀啄刺
激と同様に副交感神経機能を高め，交感神経β受容体
系機能を抑制する反応を示した。この反応はストレス刺
激により起きる副交感神経機能抑制，交感神経β受容体
系機能過緊張を改善するものである。

（２）刺激後に副交感神経，交感神経β受容体系の両
機能が高まった。体調の良い状態に変化させるもので
ある。
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１．２　スポーツ選手に対して行う鍼刺激による試合本番に
　　	於ける「あがり」予防に関する影響について

アーチェリー競技の記録向上の基礎データを収集するた
め心電図による自律神経機能検査と足底バランスについて
検討した。全国大会に出場した選手ならびにその可能性
のあると思われる選手の自律神経機能は良好であった。

１．３　土壌観察による心拍変動・瞬時心拍数，脳波とＶＡＳ
　　	及びＰＯＭＳの変化について
１．３．１　土壌観察が及ぼす生理的および心理的効果の指
　　　	標の検討〔2〕

土壌観察の一端である泥ダンゴ作りが人に与える影響と
して指標の検討を行った。ＶＡＳ	の「癒されない」，「リラッ
クスしない」，「面白くない」，「楽しくない」，「緊張する」で
値が有意に低下したことから，VAS が土壌観察の効果判
定に有用な指標となりうると考えられた。

１．３．２　土壌観察の有無による心拍変動の変化とＰＯＭＳ
　　　	への影響〔3〕

土壌観察を行うことによって自律神経機能及び気分の高
揚感に与える影響を検討した。土壌観察は心拍数の減少，
ＨＦの増加，高揚感の正常化がみられた。

研究成果の今後の活用等
これまで漠然としていた土壌の癒しの効果を科学的に明

らかにするための指標について検討したものである。次いで，
自律神経機能に及ぼす影響で，土壌観察という土に触れ
る体験によって，癒し効果もしくはリラクセーション効果が示
されたことにより心拍数が減少し，ＨＦが亢進したと考えた。

今後は，土壌観察の効果が生理的リラックス状態をもた
らす結果，病気になりにくい体を手に入れることができるとい
う予防医学的見地に立った概念としてエビデンスを蓄積し
て土壌セラピーとしての確立を目指すものとする。

２．鍼灸療法による不定愁訴症状の効果について
２．１　冷え症について〔4，5，6〕

冷え症の研究では，私たちが作成した冷え調査票（表１）
が自覚的冷え症の判定で男性 84.5％（感度）・64.7％（特
異度），女性 83.3％（感度）・87.6％（特異度）を示した〔4〕。
なお私たちの調査票（表１）の冷え症者と判定された者で
は，心臓自律神経系より下肢の自律神経系の機能異常が
強いことが示唆された〔5〕。

一方，起立試験による下肢血管反応の異常の有無を指
標とした冷え調査票（表２）では，下肢血管反応異常群
の感度は81.0％，下肢血管反応正常群の特異度は81.3％
となった〔6〕。

（１）「冷え症状と月経関連症状との関係性について」
を第 62 回全日本鍼灸学界に発表（2013.6）
若年女性の冷え症者は，鍼灸治療や漢方治療などの東
洋医学へのアプローチを解釈する上で月経関連症状の
水分貯留が注目すべき指標と考えられた。

（２）「月経時期による冷え症尺度と月経随伴症状・ＱＯ
Ｌとの関係性」を第 14 回ＱＯＬ学会に発表（2013.9）
月経後期で月経に随伴する「痛み」や「水分貯留」
が冷え症に関連することが示唆された。

研究成果の今後の活用等
本研究では，冷え症判定を行う上で私たちが作成した冷

え調査票によって自覚的冷え症（表１）や起立試験による
下肢血管反応の異常の有無を指標とした冷え調査票（表
２）を用いることで冷え症の判定に貢献できるものと考えら
れた。このことは，私たちが作成した冷え調査票を臨床時
や教育で利用することで冷え症の経過や効果判定に役立
つ１つの方法と考えている。

男性：
問１．身体全体が冷えてつらいことがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問２．腰や手足，あるいは身体の一部に冷えがあってつらい。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問３．「冷え」のつらさはここ数年続いている。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問４．手足が他の多くの人より冷たい方だと思う。
　1．非常に思う　2．そう思う　3．たまに思う　4．思わない
問５．夏でも手が冷えることがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問６．たえず手足に冷えを感じる。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問７．とくに冬には足が冷たくて寝つけないことがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
女性：
問１．他の多くの人に比べて“寒がり”の性分だと思う。
　1．非常に思う　2．そう思う　3．たまに思う　4．思わない
問２．身体全体が冷えてつらいことがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問３．腰や手足，あるいは身体の一部に冷えがあってつらい。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問４．「冷え」のつらさはここ数年続いている。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問５．手足が他の多くの人より冷たい方だと思う。
　1．非常に思う　2．そう思う　3．たまに思う　4．思わない
問６．たえず手足に冷えを感じる。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問７．とくに冬には足が冷たくて寝つけないことがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない

表1　自覚的に冷えを感じる者を指標とした冷え調査票

問１．腰や手足，あるいは身体の一部に冷えがあってつらい。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問２．足が冷えるので夏でも厚いクツ下をはくようにしている。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問３．夏でも厚手のクツ下をはくのが好きである。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問４．厚着をするのは好きである。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問５．とくに冬には身体を丸くして寝るクセがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない
問６．とくに冬には足が冷たくて寝つけないことがある。
　1．非常にそうだ　2．そうだ　3．たまにそうだ　4．そうではない

表2　起立試験による下肢血管反応の異常の有無を
指標とした冷え調査票
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３．温熱刺激の効果について
３．１　温熱刺激のサーモグラムの変化について〔7〕

温熱刺激の研究では，暖められた玄武岩（ホット・ストーン）
によって腹部刺激で下肢部の皮膚温を上昇することが観察
された。下肢部の皮膚温上昇は，ホット・ストーンの１箇所（９
分間）より３箇所（９分間）の足趾部皮膚温に違いがあった。

研究成果の今後の活用等
温熱刺激では，腹部の同じ場場所の９分間ホット・ストー

ン刺激より複数の場所の９分間ホット・ストーン刺激の方が
足趾部の温度上昇が観察された。このことから，下肢部の
皮膚温上昇では，温熱刺激（ホット・ストーン）の場合は１
箇所（単一経穴）に複数回の温熱刺激を行うより複数経
穴を腹部に単回刺激する方が広い面で皮膚温を高めること
を提案するものである。このことは，臨床・教育で温熱刺
激の副作用の一旦をなす熱傷を回避できる１つの方法と助
言できるものと思われる。また副作用の熱傷は，低温熱傷，
単回温熱刺激時の最高温度の状態についても教育する必
要があると考える。温熱時の最高温度については，教育
時の実習として熱電対を用いた各種温熱物質温度の曲線
を体験し，考察することで温熱刺激の副作用を認識できる
ものと考えている。

３．２　温灸刺激のサーモグラムの変化について
「足三里穴の温灸刺激による下腿部・足部の皮膚温変

化-左右の違い，回数の違いについて-」を第30回日本サー
モロジー学会に発表（2013.6）

足三里穴の温灸刺激により下腿部・足部の皮膚温の上
昇を示し，左右の刺激相違，回数の刺激相違はなかった。

４．指圧刺激による瞳孔反応および心拍変動・血圧の
　  効果について

頭部への指圧刺激が瞳孔直径および心拍数・血圧に
及ぼす効果について検討した。指圧刺激によって（１）瞳
孔直径は刺激終了後に有意に縮小した。（２）収縮期血圧・
拡張期血圧・脈拍数は変化が認められなかった。

５．その他
５１　早起きと免疫の関係について〔8〕

鍼灸・手技の効果には個人差が存在する。そこで，個
人間の生活習慣の違いが及ぼす影響について起床時間と
睡眠時間に着目して「早起き群」と「遅起き群」の両群
を比較した。

朝８時を境に「早起き群」と「遅起き群」の両群について，
白血球の数と分画，体温，血糖値，各種ホルモンを計測し
て比較した。

前者は後者よりも白血球のバランスがよいものの，平均年
齢が高いこともあり血糖値が高かった。しかし，睡眠時間
により各群をさらに二分して，比較したところ，６時間半以上
の睡眠時間を確保すると血糖値が低下する可能性が示さ
れた。

血糖値や成長ホルモン分泌量において「早起き」には
アンチエイジング効果も期待できる可能性がある。「早起き」
のためには「早寝」が必要である。しかし，介護，育児，
夜勤などのため早寝できない場合，早起きのため無理に睡
眠時間を削らず，工夫して必要な睡眠時間を確保すること
が重要であることが示された。

研究成果の今後の活用等
今回の研究で，「自律神経の白血球支配」と私たちの

健康状態が密接に関連していることが明らかとなった。こ
の結果をふまえ，今後の研究では，少子高齢化社会を迎え
る我が国の健康増進に貢献すべく，脈拍，体温，白血球
の数と分画など身近な指標を用いた「自律神経の白血球
支配」と私たちの健康状態を把握する研究をさらに明らか
にしていくことができると考えている。

５．２　鍼治療と尿量について〔9〕
鍉鍼は，2000年以上の歴史を持つ古代鍼の一種である。

現代鍼とは異なり鍉鍼は皮下に刺入せず一般に（末期患
者の臨床でも）安全であると考えられる。本研究では，利
尿剤を投与しつつも重篤な乏尿であった92 歳の患者に対
し排尿効果を期待して14 回鍉鍼を用いた施術を行った。

バイタルサイン（血圧，尿量と体温）を看護師が毎日数
回記録したもの，および，腎臓，肝臓，および，免疫機能（尿
素窒素，クレアチニン，ALT，AST，そして，白血球とリン
パ球の数と比率を毎週，測定したデータを分析した。
鍉鍼施術後において14 回中 12 回，尿量が増加した。

しかし，最後２回で増加は見られなかった。
生体内部環境のホメオスタシスが維持されていた場合の

み，一過性の自律神経系の調整を通じ鍼施術により尿量の
増加を確認した。

研究成果の今後の活用等
超高齢者の乏尿に対して投与された利尿剤の作用が十

分でない場合 	，鍉鍼を用いた十分な知識と適正な技術の
ある施術が補完的医療として排尿量改善の効果を示した
この場合，体内部環境のホメオスタシスが維持されていた
場合のみ，一過性の自律神経系の調整を通じ鍼施術により
尿量の増加を確認したと考えられる。

。
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６．まとめ
本研究は，鍼灸・手技療法の科学化において自律神経

系への作用の関係を観した。臨床・教育に貢献できることは，	
（１）皮膚・筋血液量を変化させる最適な鍼通電刺激時
間は10 分間の所用時間が必要であること，（	 ２）冷え症調
査用紙は自覚的に冷えを感じる冷え症，血管運動障害を伴
う冷え症を判別できる可能性を示したこと，（	 ３）温熱刺激
は生体に温熱を与える温度特性を理解すること，（	 ４）「自
律神経の白血球支配」と私たちの健康状態が密接に関連
していることなどを教授できるものと考える。
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